
令和５年度 青果物販売情勢について 

 

令和６年１月２５日（木）現在 

【 果  樹 】 

 

「あんぽ柿」 

 年明け以降、増量期に合わせて売り込み、拡販はしているが荷動きは徐々に滞貨しながらの販売とな

っている。フェアなど販促を実施し需要を促しながらの販売で相場は保合となっております。 

  

 【単価】蜂 屋（４Ｌパック） 特秀 350-340円  青秀 330-320円 

     平核無（４Ｌパック） 特秀 300円    青秀 280円 

       蜂 屋（４Ｌ平 箱） 特秀 1300-1200円 

 

 

 

【 野  菜 】 

 

「いちご」 

年末以降の売り場拡大もあり荷動きは良く入荷量によっては不足感の感じられる販売場面もあるが保

合大勢で落ち着いた販売となっております。今後も落ち着いた販売見込みも九州方面の寒波による入

荷量を見ながらの展開となっております。 

  

【単価】250gパック（と ち お と め）２Ｌ 430円 Ｌ 430円 Ａ 350円 

    250gパック（ゆうやけベリー）２Ｌ 460円 Ｌ 460円 Ａ 390円 

 

「春 菊」 

天候不順により主産県の入荷量は大きく減少となる中、引き合いが見られ相場を強めての販売となり

ました。今後は入荷量回復基調も注文が確保されているため堅調維持の保合となる見通しです。 

  

【単価】150gパック ＡＬ 北海道 130-100円 東北・京浜 120-100円 

 

「に ら」 

 葉物全般に入荷量が少ない中、にらの関東産ピークが過ぎ減少したことから荷動きは回復傾向となっ

た。今後栃木県産２番刈りが増量となるが葉物全般に不足感から相場は強保合となる見通しです。 

 

 【単価】100g束 ＡＬ 北海道 80-60円 東北・京浜 70-60円 

 

ＪＡふくしま未来 

営農経済部園芸課 


